
「なごや医療モデル（仮称）における緑市民病院及び

厚生院附属病院のあり方について」 (健康福祉局関係 ）  

が提案される！  
 「緑市民病院」・「厚生院附属病院」については、

名古屋市立大学の付属病院化があたかも既定路

線であるかの様に、その在り方について、一切の

提案・承認もなく事実経過が積み上げられて来ま

した。こうした不透明な経過に対する批判の高ま

りがある中、名古屋市健康福祉局は 9 月議会―10

月 8 日開催の「財務福祉委員会」に『なごや医

療モデル（仮称）における緑市民病院及

び厚生院附属病院のあり方について』(健

康福祉局関係）を提出し説明しました。

市側の説明と議員の質問等については、

名古屋市議会 HP 上の「委員会中継」映

像で確認することが出来ます。（議事録は

後日掲載予定）事務局が入手した資料によれば、 (概要を以下に掲載します )  

《公立公的病院等再編・統合阻止》   ２０２１年１０月１２日                                              

ＮＯ．１５６ 

                                 発行：「424 愛知共同行動」事

務局 愛知社保協地域医療委員会

(文責：長尾-☏052-871-7856)                                                        



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊「なごや医療モデル」では、なぜ、2 病院を名古屋市

立大学附属病院としなければならないかの根拠を説明

することにはなっていません！今後、この計画に対す

る反論とともに、2 つの病院では、それぞれ住民組織が

結成され「署名」等の運動がスタートしています！ 


